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仕事と子育てが両立できる
アットホームな環境
　食事を提供する人が幸せでなければ、美味しい食
事はつくれません。そのため社員に対する福利厚生
はしっかりしていて、とても働きやすい職場環境で
す。産休・育休が取得しやすく、復職率もほぼ100％を

達成。復職後も子育てと仕事が両立できるよう働き
方も選べます。

　もちろん新卒入社の方には、新入社員研修や新任
研修のほか、一人ひとりに相談できる先輩がつき、定
期的に仕事上の悩みを解決するための「メンター制
度」がサポートしています。

医療・介護福祉食事サービスの
パイオニア
　私たち富士産業は東京都港区に本社をおき、医療
食事サービス、介護福祉食事サービス、学校給食サー
ビス、社員食堂サービスの4つのサービスを中心に全
国各地で展開する、病院・施設給食受託業です。
　「食」は文化であり、健康の源であり、幸福感を育て
てくれる大切なもの。当社の社是「相互信頼」とは、それ
ぞれの地域で、それぞれの環境の人々に、安心と安全、
そして信頼を提供していくことを意味しています。
　超高齢社会を迎えたいま、「食」の提供は健康への
配慮とともに、人々の安心できる社会の一助として、
その果たすべき責任と役割もますます重要性を増し
ています。特に医療・介護福祉分野には早期より取り
組んでおり、業界のパイオニア企業として膨大なノ
ウハウを蓄積しています。

新鮮で安心できる食材を
地域文化とともに
　「身土不二」という言葉があるように、その土地で
食べられてきた地元産の食材を食べることは健康の

秘訣であるといわれています。
　医療や福祉の現場では、特に健康のために安全と
安心は欠かせません。そこで平成７年に山陰営業所
を開設。江津市では済生会江津総合病院事業所、有料
老人ホームさくらが丘事業所を展開しています。ま
た人材も地元から積極的に採用し、地域の嗜好を第
一に考えた食事づくりをこころがけています。
　地元をよく知る社員が、地元で暮らす人々の「身内
のつもりになっ
て」工夫を凝らし
た食事を提供して
いく。得意とする
医療福祉分野での
食事サービスとし
て、信頼される体
制が整っています。

食事を通じて互いに
笑顔で結ばれるように
　社員ひとり一人が大切にしているものがありま
す。「喫食者の身内のつもりになったサービスを提供
しましょう」という企業理念です。健康を気遣い、笑
顔を咲かせるために、社員一丸となって「美味しい」
と喜ばれる食事やサービスの提供に努めています。
それだけに、職場では「相手の立場に立って考え」「明
るく元気で前向きに仕事に取り組める」「前向きでや
る気」のある人が求められます。
　仕事がら「栄養士」「調理師」の方にぜひ参加してほ
しい。会社側としては最新の食・栄養・衛生に関する
情報をいちはやく社員に提供し、安心して仕事に取
り組めるよう教育制度も充実させています。

働く人の声

　江津高校を卒業して、岡山県倉敷市にある作陽大学栄養学
科に入学。ここで管理栄養士の資格を取得し、新卒採用で富
士産業に入社しました。配属先は済生会江津総合病院事業所
で、いまは調理を担当しています。
　富士産業では、「管理栄養士もまずは現場を知らなければ
献立がつくれない」という考え方を持っていて、入社後2～3
年は現場で調理をすることになります。
　この道を選んだのは、食べることが好きなこと、進路を考
える時に親から「食の関係なら管理栄養士がいいよ！」とア
ドバイスをもらったこと、自分自身、貧血気味なので栄養面
に興味があったことなどですね。そして富士産業を選んだの
は、愛着のある地元で働けること、海も好きだし、親のことも
気になるし、友達も県外からたくさん戻ってきていたのもあ
りますね。

■病院食でもさじ加減で美味しさを。それがやりがい
　いまは、下処理やメインのおかずづくりなどの調理、盛り
付け、配膳を行っています。小鉢係や果物係もあって、日々変
わります。
　仕事を通じて感じるやりがいは、患者さんから感謝の手紙

をもらえた時。わざわざ膳に手紙をおいてくださる患者さん
がおられ、その手紙を読むことが楽しみです。
　調理では、難しい料理を作って配膳まで終わったとき、や
りがいを感じますね。この場合の「難しい」というのは、病院
なので患者さんの状況で調理の形態が変わるということ。調
理パターンが増えるので効率化が大事なのと、事故や命に関
わるので失敗をしないことが大事なんです。
　あと、盛り付けがキレイと先輩から褒められる時や、おい
しい味付けができた時がうれしい。管理されている食事なの
で調味料の分量も制限がありますから、味付けをさじ加減で
美味しくできた時は達成感がありますよ。

■頑張ったご褒美はリフレッシュ研修
　最初は調理があまりうまくなかったわたしでも、仕事を通
じて調理の幅が増えました。作業工程を考えながら作れるよ
うになってからは、時間に合わせて効率化も図れて、今では
ほぼ一人でできるようになりました。
　一方、まわりに同世代がいないので、年代や境遇の近い人
がいるといいなあと思います。わたしは管理栄養士なので年
齢が上の方にも説明をしないといけない立場ですが、現実は
なかなか言えない・・。でも、各地で頑張っている管理栄養士
の方が集まるイベントがあったり、同期の仲間と行う研修も
あるので、そういったときは気軽に話をするチャンスがあり
ます。
　また、リフレッシュ研修として入社4年目は神戸の中華街、
5年目は大阪のUSJ、6年目はグアムの休暇研修があります。こ
ういった横のつながりは楽しみです。これから富士産業に入
社を考えている人に伝えたいのは、患者さんひとり一人に合
わせて丹精込めた料理を作ることが大事なことと、仕事を通
じていろんな経験ができることですかね。

創業年
従業員数
連絡先

富士産業株式会社
1972年
17077人
【山陰事業部】
〒690-0887　島根県松江市殿町111松江ｾﾝﾁｭﾘｰビル３F
TEL 0852-27-6535　FAX 0852-27-4778
【本社】〒105-0004　東京都港区新橋5丁目32番7号
　　　 TEL 03-5400-6111　FAX 03-5400-6122
【済生会江津総合病院事業所】
〒695-0001　島根県江津市江津町1016-37
TEL 0855-54-1016
【有料老人ホームさくらが丘事業所】〒699-4225　島根県江津市桜江町小田856-10　TEL 0855-92-0959

※2017年10月時点の情報です
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仕事と子育てが両立できる
アットホームな環境
　食事を提供する人が幸せでなければ、美味しい食
事はつくれません。そのため社員に対する福利厚生
はしっかりしていて、とても働きやすい職場環境で
す。産休・育休が取得しやすく、復職率もほぼ100％を

達成。復職後も子育てと仕事が両立できるよう働き
方も選べます。

　もちろん新卒入社の方には、新入社員研修や新任
研修のほか、一人ひとりに相談できる先輩がつき、定
期的に仕事上の悩みを解決するための「メンター制
度」がサポートしています。

医療・介護福祉食事サービスの
パイオニア
　私たち富士産業は東京都港区に本社をおき、医療
食事サービス、介護福祉食事サービス、学校給食サー
ビス、社員食堂サービスの4つのサービスを中心に全
国各地で展開する、病院・施設給食受託業です。
　「食」は文化であり、健康の源であり、幸福感を育て
てくれる大切なもの。当社の社是「相互信頼」とは、それ
ぞれの地域で、それぞれの環境の人々に、安心と安全、
そして信頼を提供していくことを意味しています。
　超高齢社会を迎えたいま、「食」の提供は健康への
配慮とともに、人々の安心できる社会の一助として、
その果たすべき責任と役割もますます重要性を増し
ています。特に医療・介護福祉分野には早期より取り
組んでおり、業界のパイオニア企業として膨大なノ
ウハウを蓄積しています。

新鮮で安心できる食材を
地域文化とともに
　「身土不二」という言葉があるように、その土地で
食べられてきた地元産の食材を食べることは健康の

秘訣であるといわれています。
　医療や福祉の現場では、特に健康のために安全と
安心は欠かせません。そこで平成７年に山陰営業所
を開設。江津市では済生会江津総合病院事業所、有料
老人ホームさくらが丘事業所を展開しています。ま
た人材も地元から積極的に採用し、地域の嗜好を第
一に考えた食事づくりをこころがけています。
　地元をよく知る社員が、地元で暮らす人々の「身内
のつもりになっ
て」工夫を凝らし
た食事を提供して
いく。得意とする
医療福祉分野での
食事サービスとし
て、信頼される体
制が整っています。

食事を通じて互いに
笑顔で結ばれるように
　社員ひとり一人が大切にしているものがありま
す。「喫食者の身内のつもりになったサービスを提供
しましょう」という企業理念です。健康を気遣い、笑
顔を咲かせるために、社員一丸となって「美味しい」
と喜ばれる食事やサービスの提供に努めています。
それだけに、職場では「相手の立場に立って考え」「明
るく元気で前向きに仕事に取り組める」「前向きでや
る気」のある人が求められます。
　仕事がら「栄養士」「調理師」の方にぜひ参加してほ
しい。会社側としては最新の食・栄養・衛生に関する
情報をいちはやく社員に提供し、安心して仕事に取
り組めるよう教育制度も充実させています。

働く人の声

　江津高校を卒業して、岡山県倉敷市にある作陽大学栄養学
科に入学。ここで管理栄養士の資格を取得し、新卒採用で富
士産業に入社しました。配属先は済生会江津総合病院事業所
で、いまは調理を担当しています。
　富士産業では、「管理栄養士もまずは現場を知らなければ
献立がつくれない」という考え方を持っていて、入社後2～3
年は現場で調理をすることになります。
　この道を選んだのは、食べることが好きなこと、進路を考
える時に親から「食の関係なら管理栄養士がいいよ！」とア
ドバイスをもらったこと、自分自身、貧血気味なので栄養面
に興味があったことなどですね。そして富士産業を選んだの
は、愛着のある地元で働けること、海も好きだし、親のことも
気になるし、友達も県外からたくさん戻ってきていたのもあ
りますね。

■病院食でもさじ加減で美味しさを。それがやりがい
　いまは、下処理やメインのおかずづくりなどの調理、盛り
付け、配膳を行っています。小鉢係や果物係もあって、日々変
わります。
　仕事を通じて感じるやりがいは、患者さんから感謝の手紙

をもらえた時。わざわざ膳に手紙をおいてくださる患者さん
がおられ、その手紙を読むことが楽しみです。
　調理では、難しい料理を作って配膳まで終わったとき、や
りがいを感じますね。この場合の「難しい」というのは、病院
なので患者さんの状況で調理の形態が変わるということ。調
理パターンが増えるので効率化が大事なのと、事故や命に関
わるので失敗をしないことが大事なんです。
　あと、盛り付けがキレイと先輩から褒められる時や、おい
しい味付けができた時がうれしい。管理されている食事なの
で調味料の分量も制限がありますから、味付けをさじ加減で
美味しくできた時は達成感がありますよ。

■頑張ったご褒美はリフレッシュ研修
　最初は調理があまりうまくなかったわたしでも、仕事を通
じて調理の幅が増えました。作業工程を考えながら作れるよ
うになってからは、時間に合わせて効率化も図れて、今では
ほぼ一人でできるようになりました。
　一方、まわりに同世代がいないので、年代や境遇の近い人
がいるといいなあと思います。わたしは管理栄養士なので年
齢が上の方にも説明をしないといけない立場ですが、現実は
なかなか言えない・・。でも、各地で頑張っている管理栄養士
の方が集まるイベントがあったり、同期の仲間と行う研修も
あるので、そういったときは気軽に話をするチャンスがあり
ます。
　また、リフレッシュ研修として入社4年目は神戸の中華街、
5年目は大阪のUSJ、6年目はグアムの休暇研修があります。こ
ういった横のつながりは楽しみです。これから富士産業に入
社を考えている人に伝えたいのは、患者さんひとり一人に合
わせて丹精込めた料理を作ることが大事なことと、仕事を通
じていろんな経験ができることですかね。

創業年
従業員数
連絡先

富士産業株式会社
1972年
17077人
【山陰事業部】
〒690-0887　島根県松江市殿町111松江ｾﾝﾁｭﾘｰビル３F
TEL 0852-27-6535　FAX 0852-27-4778
【本社】〒105-0004　東京都港区新橋5丁目32番7号
　　　 TEL 03-5400-6111　FAX 03-5400-6122
【済生会江津総合病院事業所】
〒695-0001　島根県江津市江津町1016-37
TEL 0855-54-1016
【有料老人ホームさくらが丘事業所】〒699-4225　島根県江津市桜江町小田856-10　TEL 0855-92-0959

※2017年10月時点の情報です
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地域と社員の幸せをつなぐ、
地域で一番働きたい職場
　この仕事を通じて私たちが望むものは、ぶれるこ
となく自らの想いとコバック精神を信じ、お客様に
ご満足をご提供することで、地域と社員の幸せにつ
なげたい。ひいては地域で一番働きたいといわれる
職場でありたいと願っています。

　やりがいのある職場環境の中で、人生の目標であ
る幸せを引き寄せてほしいと願っています。母子家
庭の方も、ご家族のご協力を得ながら積極採用を進
めています。街も人もスタッフも、皆が幸せになるた
めに。　

地域に必要とされる自動車の
車検・点検・整備サービス
　日本最大の「車検のコバック」チェーンの石見地区
第1号店として、地域に必要とされる店舗であるよ
う、日々切磋琢磨しております。
　「国交省指定整備工場」及び「中国運輸局長指定民
間車検工場」として強いプロフェッショナル意識と
信頼性の高い技術力、丁寧で確実な検査、整備を低価
格で実現する効率の高いシステムと、お客様第一の
精神により、お客様にご満足いただけるサービスを
提供しています。
　具体的業務としては、車検、点検、整備及び修理、タ
イヤ交換、その他メンテナンスを行うメカニックと、
お客様窓口を務めるフロント、それらを後方支援す
る書類業務、総務・経理事務となっています。

お客様の満足感のために「地域No.1」の仕事
　創業後60年以上に亘り堅実で誠実な仕事を通じ
て、業務用車両、警察・消防・救急等の緊急車両をはじ
めとして、軽自動車から大型車まで幅広くご信頼を

頂いてきましたが、昨今の過疎化、低成長安定期、少
子高齢化社会を迎えたなか、当社が最も大切にして
いる精神、「私たちの商品は満足感です」を基本とし、
この思いを継続し実現していくため、透明性が高く
明朗な価格体系と、納得のいく内容とご説明を提供
しています。
　「それでお客様は満足していますか？」と常に問い
ながら、「お客様に最も選ばれる車検専門店、地域
No.1」として日々進化を続けています。

夢を持ち続け、夢を与え続け、
豊かな人間性を
　「車検のコバック」が日本一の車検のブランドと
なったのは、心をベースとして経営し、道理道徳の原
理原則に従うという確固とした哲学があり、常にそ
れを全国各店と共有し続けているからです。人もシ
ステムも作業もサービスも、全て「利他の心」を大切
にしてきた結果です。
　また、それを支えるのは、あくまでもスタッフの素
直さ、優しさ、心配り、明朗さ等、仕事と人に対する想
いを備えた豊かな人間力のある人材です。私たちは
お客様の夢と幸せの実現のお手伝いに尽くすこと
で、同時に自分たちの夢を追求し、幸福であれるよう
目指します。

働く人の声

　浜田市出身ですが、江津高校を経て、ポリテクカレッジ住
居環境科で学びました。
　卒業後はなぜか「寺が好き」という理由だけで京都に行き、
コンビニやゲームデバッグ、酒場などでバイトをしながら暮
らしていました。そんな生活も2～3年もすると飽きてきて、
将来への不安も頭をもたげました。そろそろ落ち着きたく
て、帰郷。
　車には興味がありましたが、整備を自分でしたことはあり
ません。でも、修理をしている人の姿を見て、自分もやりたい
と思って、ハローワークやネットで、車の修理の仕事を探し
ました。
　幸い、丸和自動車が「未経験者」を募集していたので応募し
ました。
　働いていま４ヶ月ですが、会社や仕事には不安もなく、しっ
くりなじんでいる感じです。学ぶことは多いですが、一つ一つ
に意欲がわくので、いい仕事に出会えたと思っています。
　いまは車体検査やオイル交換を担当しています。車検は現
在練習中。
好きなのは洗車ですね。洗剤の泡を一気に流すとき、ものす
ごく気持ちがいいですよ。

■未経験者だからこそ、資格取得へのやりがいがある
　検査場で工具を持って作業をするとき、ひしひしとやりが
いを感じます。未経験者だから、一つ一つの作業を通じて技
術が身についていく、スキルアップしていくと感じる感覚
が、たまらなくいいんです。自分では、飲み込みが早い方だと
思っているので、しっかりと身につけていきたいですね。
　また、この職場で働くと、特典ではありませんが、整備など
に関する社員割引や自分で車の整備もできるので、車好きに
はいいと思いますね。しかも人手不足の業界ですから、資格
があると重宝もされますし、将来性はあると思います。

■ガッツでスペシャリストを目指す
　会社は、必要な資格取得には積極的に支援してくれます。
そのために、まずは資格を取りにいけるくらいの技術を、い
まは身につけたいです。まだ、入社4か月目ですが、１年以内
に一つは取得して、ゆくゆくはスペシャリストになりたいで
すね。
　この仕事に向いていない人は特にいないと思いますが、や
はりガッツのある人が向いていますね。少々困っても、失敗
をしてもトライすることが大事ですから。
　もちろん私の目標も、知識、技術力の向上と資格取得です。

創業年
従業員数
連絡先

丸和自動車有限会社
1955年
7人
〒695-0017　島根県江津市和木町501-12
TEL 0855-52-2359　FAX 0855-52-2042

※2017年3月時点の情報です
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地域と社員の幸せをつなぐ、
地域で一番働きたい職場
　この仕事を通じて私たちが望むものは、ぶれるこ
となく自らの想いとコバック精神を信じ、お客様に
ご満足をご提供することで、地域と社員の幸せにつ
なげたい。ひいては地域で一番働きたいといわれる
職場でありたいと願っています。

　やりがいのある職場環境の中で、人生の目標であ
る幸せを引き寄せてほしいと願っています。母子家
庭の方も、ご家族のご協力を得ながら積極採用を進
めています。街も人もスタッフも、皆が幸せになるた
めに。　

地域に必要とされる自動車の
車検・点検・整備サービス
　日本最大の「車検のコバック」チェーンの石見地区
第1号店として、地域に必要とされる店舗であるよ
う、日々切磋琢磨しております。
　「国交省指定整備工場」及び「中国運輸局長指定民
間車検工場」として強いプロフェッショナル意識と
信頼性の高い技術力、丁寧で確実な検査、整備を低価
格で実現する効率の高いシステムと、お客様第一の
精神により、お客様にご満足いただけるサービスを
提供しています。
　具体的業務としては、車検、点検、整備及び修理、タ
イヤ交換、その他メンテナンスを行うメカニックと、
お客様窓口を務めるフロント、それらを後方支援す
る書類業務、総務・経理事務となっています。

お客様の満足感のために「地域No.1」の仕事
　創業後60年以上に亘り堅実で誠実な仕事を通じ
て、業務用車両、警察・消防・救急等の緊急車両をはじ
めとして、軽自動車から大型車まで幅広くご信頼を

頂いてきましたが、昨今の過疎化、低成長安定期、少
子高齢化社会を迎えたなか、当社が最も大切にして
いる精神、「私たちの商品は満足感です」を基本とし、
この思いを継続し実現していくため、透明性が高く
明朗な価格体系と、納得のいく内容とご説明を提供
しています。
　「それでお客様は満足していますか？」と常に問い
ながら、「お客様に最も選ばれる車検専門店、地域
No.1」として日々進化を続けています。

夢を持ち続け、夢を与え続け、
豊かな人間性を
　「車検のコバック」が日本一の車検のブランドと
なったのは、心をベースとして経営し、道理道徳の原
理原則に従うという確固とした哲学があり、常にそ
れを全国各店と共有し続けているからです。人もシ
ステムも作業もサービスも、全て「利他の心」を大切
にしてきた結果です。
　また、それを支えるのは、あくまでもスタッフの素
直さ、優しさ、心配り、明朗さ等、仕事と人に対する想
いを備えた豊かな人間力のある人材です。私たちは
お客様の夢と幸せの実現のお手伝いに尽くすこと
で、同時に自分たちの夢を追求し、幸福であれるよう
目指します。

働く人の声

　浜田市出身ですが、江津高校を経て、ポリテクカレッジ住
居環境科で学びました。
　卒業後はなぜか「寺が好き」という理由だけで京都に行き、
コンビニやゲームデバッグ、酒場などでバイトをしながら暮
らしていました。そんな生活も2～3年もすると飽きてきて、
将来への不安も頭をもたげました。そろそろ落ち着きたく
て、帰郷。
　車には興味がありましたが、整備を自分でしたことはあり
ません。でも、修理をしている人の姿を見て、自分もやりたい
と思って、ハローワークやネットで、車の修理の仕事を探し
ました。
　幸い、丸和自動車が「未経験者」を募集していたので応募し
ました。
　働いていま４ヶ月ですが、会社や仕事には不安もなく、しっ
くりなじんでいる感じです。学ぶことは多いですが、一つ一つ
に意欲がわくので、いい仕事に出会えたと思っています。
　いまは車体検査やオイル交換を担当しています。車検は現
在練習中。
好きなのは洗車ですね。洗剤の泡を一気に流すとき、ものす
ごく気持ちがいいですよ。

■未経験者だからこそ、資格取得へのやりがいがある
　検査場で工具を持って作業をするとき、ひしひしとやりが
いを感じます。未経験者だから、一つ一つの作業を通じて技
術が身についていく、スキルアップしていくと感じる感覚
が、たまらなくいいんです。自分では、飲み込みが早い方だと
思っているので、しっかりと身につけていきたいですね。
　また、この職場で働くと、特典ではありませんが、整備など
に関する社員割引や自分で車の整備もできるので、車好きに
はいいと思いますね。しかも人手不足の業界ですから、資格
があると重宝もされますし、将来性はあると思います。

■ガッツでスペシャリストを目指す
　会社は、必要な資格取得には積極的に支援してくれます。
そのために、まずは資格を取りにいけるくらいの技術を、い
まは身につけたいです。まだ、入社4か月目ですが、１年以内
に一つは取得して、ゆくゆくはスペシャリストになりたいで
すね。
　この仕事に向いていない人は特にいないと思いますが、や
はりガッツのある人が向いていますね。少々困っても、失敗
をしてもトライすることが大事ですから。
　もちろん私の目標も、知識、技術力の向上と資格取得です。

創業年
従業員数
連絡先

丸和自動車有限会社
1955年
7人
〒695-0017　島根県江津市和木町501-12
TEL 0855-52-2359　FAX 0855-52-2042

※2017年3月時点の情報です
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